
 

 

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日
受
領 

答

弁

第

一

三

〇

号 
   
 

内
閣
衆
質
二
一
二
第
一
三
〇
号 

 
 
 
 

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日 

内
閣
総
理
大
臣 

岸

田

文

雄 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

衆

議

院

議

長 
額

賀

福

志

郎 

殿 

  

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
全
面
救
済
と
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
の
検
証
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
全
面
救
済
と
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
の
検
証
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
全
体
像
」
及
び
「
行
政
の
責
任
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
一
概
に
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
御
指
摘
の
「
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
」
が
発
生
し
た
昭
和
四
十
三
年
当
時
の
食
品
衛
生
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
に
お
い
て
、
厚
生
省
（
当
時
）
は
、
食
中
毒
事
件
が
発
生
し
た
場
合
に
、
都
道
府
県

を
通
じ
て
報
告
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
「
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
発
生
の
報
告
を
受
け
た
上

で
、
患
者
の
発
生
状
況
の
調
査
や
原
因
究
明
、
被
害
の
拡
大
防
止
等
を
実
施
す
る
な
ど
、
当
時
の
食
品
衛
生
法
等
に
基
づ

き
、
必
要
な
対
応
を
行
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

 
 

さ
ら
に
、
「
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
」
発
生
以
降
、
昭
和
四
十
三
年
に
カ
ネ
ミ
油
症
の
原
因
及
び
治
療
法
の
究
明
等
を
目
的
と

し
て
組
織
さ
れ
た
油
症
研
究
班
（
以
下
「
研
究
班
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
カ
ネ
ミ
油
症
に
係
る
検
診
等
を
通
じ
て
、
継
続
的

に
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
実
態
の
把
握
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
の
２
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
農
林
省
と
厚
生
省
の
連
携
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
六
十
一
年
五
月
十
五
日
福
岡
高
等
裁
判
所
判
決
に
お
い
て
は
、
「
国
民
の
生
命
、
身
体
、
財

産
に
対
す
る
差
し
迫
つ
た
危
険
」
の
「
切
迫
を
知
り
又
は
容
易
に
知
り
得
べ
き
状
況
に
あ
つ
た
」
場
合
に
「
通
報
が
職
務
上

の
義
務
と
な
る
」
場
合
が
あ
る
が
、
当
時
の
「
農
林
省
の
公
務
員
」
は
、
御
指
摘
の
「
カ
ネ
ミ
ラ
イ
ス
オ
イ
ル
」
に
よ
る
健

康
被
害
発
生
の
危
険
の
切
迫
を
容
易
に
知
り
得
る
べ
き
状
況
に
な
く
、
そ
の
予
見
可
能
性
を
肯
定
し
得
な
い
と
さ
れ
、
ま

た
、
当
時
の
「
厚
生
省
（
食
品
衛
生
行
政
担
当
）
の
公
務
員
」
に
つ
い
て
も
、
当
時
の
「
農
林
省
係
官
」
か
ら
の
連
絡
を
受

け
た
と
し
て
も
そ
の
危
険
に
つ
い
て
予
見
可
能
性
が
生
ず
る
関
係
に
な
い
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て

も
同
様
の
見
解
で
あ
る
。 

一
の
３
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
食
品
衛
生
法
に
よ
っ
て
認
定
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
尋
ね
に
つ
い
て

は
、
研
究
班
に
お
い
て
、
そ
の
時
々
の
医
学
的
、
疫
学
的
及
び
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
昭
和
四
十
三
年
に
策
定
し
、
改
訂
し

て
き
た
「
油
症
診
断
基
準
」
（
以
下
「
診
断
基
準
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
認
定
が
な
さ
れ
て
き
た
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。 



 

３ 

 

二
の
１
及
び
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
製
造
時
期
の
特
定
」
及
び
「
油
症
被
害
の
報
告
に
基
づ
い
て
製
造
時
期
を
拡
大
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必

ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
診
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
一
の
３
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
当
時
の
医
学
的
、
疫

学
的
及
び
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
て
以
降
も
最
新
の
知
見
や
技
術
の
進
展
等
を
踏
ま
え
、
五
回
に
わ
た
り
見
直
し

が
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
研
究
班
を
中
心
に
、
必
要
な
見
直
し
に
つ
い
て
適
切
に
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
油
症
班
が
行
う
健
康
調
査
」
及
び
「
同
法
に
よ
る
日
付
の
区
切
り
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四

年
法
律
第
八
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
カ
ネ
ミ
油
症
の
診
断
を
受
け
た
者
の
健
康
状
態
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、
ま
た
、
診
断
基
準
に
お
い
て
は
、
「
油
症
発
生
当
時
に
、
油
症
患
者
・
・
・
と
同
居
し
、
カ
ネ
ミ
倉
庫
製

の
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
等
が
混
入
し
て
い
た
当
時
の
米
ぬ
か
油
を
摂
取
し
た
者
で
、
現
在
、
心
身
の
症
状
を
有
し
、
治
療
そ
の
他
の
健

康
管
理
を
継
続
的
に
要
す
る
場
合
に
は
、
油
症
患
者
と
み
な
す
」
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、



 

４ 

 

昭
和
四
十
三
年
十
月
に
厚
生
省
（
当
時
）
か
ら
関
係
都
道
府
県
に
対
し
、
カ
ネ
ミ
倉
庫
株
式
会
社
が
製
造
し
た
米
ぬ
か
油
に

つ
い
て
食
品
衛
生
法
等
に
基
づ
き
販
売
停
止
等
を
行
う
よ
う
指
示
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
を

「
油
症
発
生
当
時
」
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
診
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
二
の
１
及
び
２
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た

と
お
り
、
最
新
の
知
見
や
技
術
の
進
展
等
を
踏
ま
え
、
必
要
な
見
直
し
に
つ
い
て
適
切
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

三
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
次
世
代
被
害
者
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
認
定
に
つ

い
て
は
、
御
指
摘
の
「
油
症
一
世
」
と
「
油
症
二
世
・
三
世
」
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
診
断
基
準
に
基
づ
い
た
認
定
が
な

さ
れ
て
き
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
台
湾
の
台
中
県
で
起
き
た
油
症
事
件
・
・
・
で
は
、
二
世
認
定
に
つ
い
て

登
録
制
度
を
設
け
」
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
令
和
三
年
度
か
ら
御
指
摘
の
「
油
症
二
世
・

三
世
」
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
研
究
班
に
よ
る
カ
ネ
ミ
油
症
の
診
断
及
び
治
療
に
関
す
る
調
査
研

究
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
の
２
に
つ
い
て 

 
 

三
の
１
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
令
和
三
年
度
か
ら
御
指
摘
の
「
油
症
二
世
・
三
世
」
の
健
康
状
態
を
把
握
す



 

５ 

 

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
研
究
班
に
よ
る
調
査
研
究
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
現
時
点
で
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

四
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
未
認
定
患
者
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
認
定
基
準
の
改
定
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
、
診
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
二
の
１
及
び
２
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
最

新
の
知
見
や
技
術
の
進
展
等
を
踏
ま
え
、
必
要
な
見
直
し
に
つ
い
て
適
切
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

五
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
（
株
）
カ
ネ
カ
」
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
日
に
成
立
し
た
和
解
に
お
い
て
、
「
カ
ネ
ミ
油

症
事
件
」
に
つ
い
て
同
社
に
責
任
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
、
政
府
と
し
て
同
社
に
御
指
摘
の
「
三
者
協
議
」

に
参
加
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

五
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
四
号
）
に
基
づ
き
設
立
さ
れ

た
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
が
整
備
し
た
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の



 

６ 

 

適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
を
い
う
。
）
（
以
下
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
」
と
い
う
。
）
の
処
理
施
設

に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
十
一
月
時
点
で
、
北
九
州
事
業
所
、
豊
田
事
業
所
、
東
京
事
業
所
、
大
阪
事
業
所
及
び
北
海
道
事

業
所
が
稼
働
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
特
別
措
置
法
第
六
条
に
基
づ
き
定
め

ら
れ
た
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
（
令
和
四
年
五
月
三
十
一
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
確
実
か
つ
適

正
な
処
分
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。 

 
 

さ
ら
に
、
お
尋
ね
の
「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
丘
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
東
播
磨
港
高
砂

地
区
高
砂
西
岸
壁
に
面
す
る
港
の
北
側
に
位
置
す
る
広
さ
約
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
高
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
覆

わ
れ
た
人
工
の
丘
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
高
砂
市
に
よ
り
、
昭
和
五
十
二
年
度
以
降
、
毎
年
二
回
周
辺
の
環
境
調
査
が
行
わ

れ
て
お
り
、
令
和
三
年
度
ま
で
の
地
下
水
や
大
気
等
の
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
濃
度
の
調
査
結
果
は
、
い
ず
れ
も
定
量
下
限

値
未
満
で
あ
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。 


